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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　７月　１日　（火）

司会　藤原　英佳　　　記録　加藤　敦子
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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・今週の日曜日（７/６）庶務の不在の為、日曜発注は土曜日の深夜の方はまとめて

発注するようにして下さい。

・本日、１７：３０より　第1回法人研修テーマ：「　医療倫理について　」
講　師：青森大学　社会学部　社会福祉科　船木　昭夫教授　（精神保健福祉士）

がメンタルケア病棟　4階メモリアルホールにて行われますので、時間厳守にての参加をお願いします。
・７/３（木）外来の皮膚科診察は準備のみで、スタッフの付き添いはしなくてもよいとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・田野端　忠夫様～腰痛を訴えており、主治医情報提供し、ナパゲルン軟膏

１本処方となっています。

疼痛及び日課・プログラムの取り組み状況について観察・確認を行っていきましょう。

・大上　なみ様～右膝痛持続しておりナパゲルン軟膏1本処方になっています。

腫脹・熱感は認められませんが、疼痛は持続しているとの

　　　　　　　　事です。歩行状況及び階段の昇降時の状況を観察・確認して

　　　　　　　　いきましょう。

※腰痛を訴える患者様が増えてきています。今後腰痛体操等をナイトプログラム　

　に導入していく予定としています。

＜田名部Ｄｒケースカンファ・診察状況＞

・飯豊　信雄様～服薬自己管理（3日―4日）実施しています。チェック表記入

　　　　　　　　を忘れている事がありますが、誤薬・二重服薬等のミス・

　　　　　　　　トラブルは見られません。診察では、イライラ感や気分の

　　　　　　　　落ち込み等はないとの事です。今後（施設入所）については　

　　　　　　　　まだ消極的な様子が伺えますので、入院目的の確認をしながら

　　　　　　　　今後への生活設定への関わりを行っていきましょう。

・豊川　明男様～服薬自己管理（1週間）実施しています。管理に関するミス

　　　　　　　　やトラブルは見られません。施設入所の意向については

　　　　　　　　徐々に固まってきているようですが、金銭管理や環境（北病棟）

　　　　　　　　に慣れてきた事に加え、自身の臭い（特に口と鼻）を気に掛け

　　　　　　　　不安を感じ、「来週や来月に（入所と）言われても･･･。」と

話しています。また、臭いについて、「他の人が気を遣って

いる。」と捉えており、特に緊張した場面において

　　　　　　　　このような思考が顕著になる傾向にあると思われます。

　　　　　　　　主治医より今週は服薬調整を行わず、経過観察するとの説明を　

　　　　　　　　受けています。日課・プログラムの取り組み状況、周囲との

　　　　　　　　交流状況について観察・確認していきましょう。他、金銭管理

　　　　　　　　についても適宜評価していくようにしましょう。

＜業務改善意見交換＞

・現在、ＳＳＴの場所を３階ホールと４階ユーティリティーを使用し、同時に二つ

のグループを行っていますが、グループの場所がまちまちな為、意見交換してい

ます。

Ａ・Ｃグループ⇒３階ホール　　Ｂ・Ｄグループ⇒４階ユーティリティー

とする事を決めています。

＜担当業務報告＞

H20年度　北病棟G　　　ＳＳＴ年間業務計画　　　　担当　木村Ｃｗ　　岩藤Ｎｓ　

【業務内容】　　　　　　　　　　

ＳＳＴの年間計画とその月毎の課題を考え、ＳＳＴをスムーズに実施する。
　　　
総括記載できるように準備、心理士、主治医への提出までの管理。
【報告内容】

	実施予定
	昨年度ＳＳＴグループに、レベル的なムラがみられ、

8月よりグループ編成の見直しを行っている。

今年度も継続して行い、9月・3月に見直しを予定。

Ａグループ：対人交流　　Ｂグループ：対人交流

Ｃグループ：社会復帰　　Ｄグループ：施設入所

以上の4つのグループに編成し実施して行く。

7月にＳＳＴカリキュラムアンケートを実施して行く。

· 地域生活技能　・自己主張技能　・服薬自己管理技能

· 友達付き合い技能　・就労関連技能について

カンファにて心理士を交えて、ＳＳＴの勉強会を実施する。


	毎月の業務内容
	· 毎月短期目標の設定を行い、患者様別に目標を記入し、印刷をする。

· ＳＳＴについたスタッフは、参加した患者様のフローシートに○をつける。

· ＳＳＴメンバー表の印刷をする。

· 毎月末に次月分の用紙（入院生活技能訓練法）を、準備する。患者様の生年月日をチェックし、年齢を間違わないように記入する。

· 月末に用紙を心理士に、提出しなければならないが、

ＳＳＴ担当スタッフは、総括・サインなし・評価など記入漏れがないか再確認し、Ｄｒ別に分けてから、心理士へ提出する。

	前年度より、

修正が必要なもの
	毎月短期目標は設定できているが、長期入院によりマンネリ化の傾向がある。出来ている事を評価し、レベルアップに繋げれる様アドバイスしていく。




· ＳＳＴ年間予定表を参考にロールプレイを実施する。

ＳＳＴ年間予定表

※患者様のコミュニケーション技術のスキルアップを図る

	月
	練習課題
	ロールプレイの具体例

	4月


	②挨拶

③自己紹介
	はっきりした声で挨拶

名前・趣味・出身地・好きな食べ物など

	5月


	②外泊の話をする

③頼みごとをする

④友達を誘う
	外泊中にどういうふうに過ごしたか話す

小遣い帳・決算報告書の書き方を聞く

友達を映画に誘う時どう言うか

	6月


	2 スタッフに質問をする

3 Ｄｒに質問する


	プログラムの内容や方法を聞く

Ｄｒに病気の事について尋ねる

仕事で分からない事があった時にどうする

	7月
	②お盆外泊の電話の掛け方

③電話の掛け方の練習
	電話の掛け方・挨拶の仕方

遅刻しそうになった時デイケアに電話する

	8月


	②感謝の気持ちを伝える

③会話に加わる

④お盆の思い出
	お礼の言い方（ありがとう）

会話の「流れ」を邪魔しないで加わる方法

お盆の思い出を話す

	9月


	②反省の気持ちを伝える

③相手を誉める
	嫌な思いをさせた時　誤り方（ごめんなさい）

相手の良い所を見つけて誉める

	10月


	②③上手な断り方


	相手に不快な思いをさせずに断れるか

体がだるくて家の手伝いが出来ない時

借金を申し込まれた時きちんと断る


	11月


	②年末外泊の電話の掛け方

③身だしなみについて

④ＳＳＴへの患者様の要望
	電話の掛け方・相手を気遣う言葉

体や服装を清潔に保っているか

ＳＳＴに対する患者様からの意見を聞く

	12月


	②新年の挨拶

③買い物時店員さんに質問
	挨拶の仕方

欲しい品物が何処にあるか聞く

	1月


	①②今年の目標

③今後の自分について
	１年を振り返り、新年に向け目標を持つ

今後、自分はどうなりたいか

	2月


	②敬語の使いかた

③余暇時間の過ごし方
	敬語を使って、話し方の練習

日中の時間を上手に使う事出来ているか

	3月


	②1年間の振り返り

③良かった事、反省する事
	１年間を振り返って頂く

良かった点、悪かった点を反省し今後に繋げる


· ①週目は短期目標の設定。④週目⑤週目は評価。②週目～④週目に行う練習内容

· 7月末にアンケートを実施し、8月集計しグループ編成の見直しを行う。

















































